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業績予想との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 

 平成 23 年５月 13 日に公表いたしました平成 24 年３月期の第２四半期連結累計期間（平成 23 年４

月 1 日～平成 23 年９月 30 日）の業績予想値と、本日公表の第２四半期連結累計期間の決算値に差異

が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、当第２四半期連結累計期間において特別損失を計上いたしましたので、併せてその概要をお

知らせいたします。 

 

記 

 
１ 平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と決算値との差異 

(平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日) 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期 

純利益 

1 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

1,100 

百万円 

50 

百万円 

40 

百万円 

25 

円 銭 

1.24 

決算値(Ｂ) 905 △135 △88 △178 △8.85 

増減額(Ｂ－Ａ) △194 △185 △128 △203  

増減率( ％ ) △17.7 - - -  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 23 年３月期第２四半期) 
1,598 72 57 74 3.71 

 

 

２．差異の理由 

  

当社グループを取り巻く事業環境としては、先行き不透明な経済情勢を背景とした企業の IT 関連

投資の抑制やコストダウンの要請などにより、依然厳しい受注等の状況が続いておりますが、iPhone

等のスマートフォン市場においては、端末の販売台数が急速に拡大しており、スマートフォン向け

コンテンツやアプリケーション等の関連市場とともに、今後も更なる成長が見込まれております。 

このような事業環境のもと、インターネット関連事業を行う連結子会社のソフィア総合研究所株

式会社におきましては、システム開発における新規案件の受注獲得等が見込みより遅れ、また、東

日本大震災の影響等により、決済代行業務における手数料等が見込みを下回ることになりました。 

また、モバイル事業を行う連結子会社の株式会社ソフィアモバイルにおきましては、急拡大して

いるスマートフォン市場向けに、MVNO(仮想移動体通信事業)事業者として、スマートフォン端末を

活用した IP 携帯電話サービス「エスモビ」を法人及びコンシューマー向けに開始いたしましたが、

サービス開始時期が見込みから遅れたことにより、端末販売や回線加入・利用等の成約状況が予想

を下回ることになりました。 

それに加えて、株式会社ソフィアモバイルにおいて、後述の「３．当第２四半期連結累計期間に



おける特別損失の計上について」に記載の通りの特別損失を計上したことなどの影響から、予想を

下回ることになりました。 

 

上記が主な要因として、平成 24 年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高、

営業利益、経常利益、四半期純利益ともに、平成 23 年５月 13 日公表の業績予想を下回る結果とな

りました。 

 

なお、平成 24 年３月期通期の連結業績予想につきましては、株式会社ソフィアモバイルが行うス

マートフォン端末を活用した IP 携帯電話「エスモビ」サービスにおける端末販売や回線加入・利用

等の成約状況とその伸び率、また、そのサービスに係るアプリケーション等の関連市場に対する事

業企画及び開発のグループ各社の取り組み実績等と足元の連結業績動向を勘案し、平成 23 年５月

13 日に公表しました業績予想を据え置くことといたします。今後の業績推移に応じて、修正の必要

が生じた場合には速やかに公表いたします。 

 

 

(注) 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したもので

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

３．当第２四半期連結累計期間における特別損失の計上について 

 

  （１）固定資産等の減損 39 百万円 

   株式会社ソフィアモバイルが行うデジタルサイネージ（電子広告）事業において、事業環境の悪

化により、デジタルサイネージ端末「nanica7」に係る事業用資産の収益性が低下したことから、

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 

  

 （２）固定資産の減損 3 百万円 

   株式会社ソフィアホールディングスが所有する土地及び建物（平成 23 年 10 月売却済の社員寮）

について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上い

たしました。 

 

 

以上 

 


